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発⾏責任者︓⼩和⽥地区まちぢから協議会 辻堂駅⻄⼝周辺まちづくり部会

⼩和⽥地区 防災“も”まちづくりニュース
〜第２回 防災×まちづくりワークショップ〜

まちの良いところと課題を探そう！！

12月22日（日） 第２回 防災×まちづくりワークショップ プログラム

《開会のあいさつ》
⼩和⽥地区まちぢから協議会
辻堂駅⻄⼝周辺まちづくり部会
⼩宮 宏⽂ 会⻑

《まちあるきのすすめ⽅》
まちあるきの視点を確認

《まちあるき》
⾚松探偵団‼ 「⾚松・⾚松町コース」「本宿コース」
〜実際にまちを歩き、地域の危険度や地域資源を知ろう〜

《まちあるきのまとめ》
まちあるきで⾒たものを分類しよう

《発表・講評》
参加者からの発表
加藤孝明教授からの講評

《閉会のあいさつ》
⾚松⾃治会
⾵岡 学 副会⻑
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⼩和⽥地区まちぢから協議会
辻堂駅⻄⼝周辺まちづくり部会⼩宮会⻑

《開会のあいさつ》

第１回ワークショップでは多くの皆さんに参加していただき、
⼤変好評でした。本⽇は天気の悪い中、こんなにも多くの皆
さんに参加していただき嬉しく思います。今⽇はまちあるきとい
うことで、住所でいうと茅ヶ崎市⾚松町を歩いていただきます。
このまちの良いところや災害が起こった際に問題となるものを、
ぜひ発⾒していただきたいと思います。「ぼーっと歩いてんじゃ
ないよ」と⾔われないように（笑）、いろいろなところに注意を
払ってみていただきたいと思います。

参考資料

⼩和⽥地区まちぢから協議会の辻堂駅⻄⼝周辺まちづくり部会は、地域
住⺠の皆様の防災意識の啓発及び防災まちづくりに取り組むきっかけ作りとし
て、茅ヶ崎市と全３回のワークショップをYU-ZUルームで実施しています。
第２回はYU-ZUルームを中⼼に、「⾚松・⾚松町コース」と「本宿コース」に
分かれてまちあるきを実施しました。班ごとにコースに沿って歩き、ポイントでの
説明を聞き、出題されるクイズや体験を通じて、このまちの「良いところ」や災
害が起こった際に「問題となるもの」を探しました。各班には地域の⽅がガイド
として同⾏し、コースの誘導やポイントでの説明、クイズの出題を⾏ないました。
まちあるき後は、班ごとにまちあるきで⾒てきたポイントについて整理し、会場
全体で発表・共有をしました。



《各班のまちあるき概要と主な意見》 赤松・赤松町コース １～４班

２ ３

⾬が降る寒い中、まち歩きを⾏いました。
まちあるき概要とまちあるき後の主な意⾒をまとめました。



４ ５

《各班のまちあるき概要と主な意見》 本宿コース ６～９班
⾬が降る寒い中、まち歩きを⾏いました。
まちあるき概要とまちあるき後の主な意⾒をまとめました。
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《まちあるきのまとめ》 赤松・赤松町コース １～４班

１班

３班 ４班

２班

良いところ YU-ZUルームは⼀時避難できる場所である。
空地・オープンスペースが多い。

課題 消⽕器の⾊が⻩ばんでいて⽬⽴たない。
⽊造の家が密集していて⽕事の時危ない。

良いところ マンション周辺、公園などオープンスペースが多い。
YU-ZUルームの防災パーゴラは、いろいろな使い
⽅ができる。

課題 歩いている⽬線から消⽕器が⾒つけづらい。
⽊造住宅が多く延焼⽕災が⼼配。

良いところ 案内板が⾒やすい。
地域に津波⼀時避難場所がある。

良いところ 消⽕器がたくさんある。
井⼾は⽔が出ない⼈がいたら⽔をあげられる。

課題 市境を越えて避難できる場所が必要。
電線がくもの巣状態になっている。

課題 狭い道に電柱が多く、災害時に⼤変。
空き家に悪い⼈が⼊ったり、⽕が出たりするかも
しれない。
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《まちあるきのまとめ》 本宿コース ６～９班

６班 ７班

８班 ９班

良いところ 消⽕器が点々とある。
YU-ZUルームに防災パーゴラやかまどベンチがある。

課題 狭い道路が多く消防⾞が⼊れない。
⾏き⽌まり路地があり避難の妨げになる。

良いところ 古い家と新しい家が混ざっており多くの世代が住
んでいる。
災害に備えて地域でいろいろな準備をしている。

課題 道が狭い。
電柱やブロック塀が地震で倒れるかもしれない。

良いところ 緑が多く、花だんがきれい。
防災倉庫がまちのあちらこちらにある。

課題 家庭でも⽔のストックが必要。
避難看板が街路樹と同化して⾒にくい場所が
あった。

良いところ
避難先を⽰す看板が⾒やすく、夜でも⾒えるもの
があった。
公園に飲料⽔兼⽤貯⽔システムがある。

課題 移動式ホース格納箱の鍵の番号がわからない。
どの防災倉庫に何が⼊っているかわからない。



災害にもよるがセルテシティオやテラスモールのような⼤きな建物があり、避難する場所はたくさんある。
神台公園に避難できると良い。
参加した⼦どもが、⼤⼈の⽬線からは気づかない場所にある消⽕器をいくつも⾒つけていた。
消⽕器の⾊が⻩ばんでいて⽬⽴たないことが気になった。
⾒つけた良いところと課題について、まとめることができなかった。
しかし、課題の解決⽅法を少し検討することができた。
ひびが⼊っているブロック塀がいくつか⾒られた。また、傾いている電柱もいくつか⾒られた。
この地域がもともと砂丘であったことから液状化が⼼配である。
⾬が降っていたためYU-ZUルームのありがたみを再確認できた。
YU-ZUルームにある防災パーゴラは、お⾵呂や授乳の場所として利⽤できると思う。
消⽕器が⾊褪せていた。
また、案内板看板の重要な⾚字部分も⽬⽴たなくなってしまっていた。
道が狭いところがあり、その周辺に傾いた電柱や⾼いブロック塀があることが課題だと思う。
良いところは⽐較的⼤きな公園が近くにあることであると思った。
本宿⾃治会館周辺は建物が密集しているので、安全な⽴地かどうかが気になった。
移動式ホース格納箱のカギのナンバーを知っておく必要がある。

回 数 ⽇ 付 時 間 概 要
第１回
(終了)

令和元年
11/24(⽇)

13:30〜
15:30

基調講演 & 体験ブーススタンプラリー
防災“も”まちづくりと⼤地震時の状況について学ぼう。

第2回
(終了)

令和元年
12/22(⽇)

13:00〜
15:30

まちあるき「⾚松探偵団!!」
⾚松町周辺をクイズを解きながら楽しく歩き新たな発⾒をしよう。

第3回 令和２年
1/26(⽇)

13:30〜
15:30

おしえるマップ作成 & グループ討議
まちあるきで発⾒した、まちの良いところと課題をまとめたマップを
作成し、課題は解決の⽅向性を考えてみよう。

＜問合せ先＞ 茅ヶ崎市 都市部 都市政策課
電 話 : 0467-82-1111 FAX:0467-57-8377
E-mail : toshiseisaku@city.chigasaki.kanagawa.jp

防災×まちづくりワークショップ 今後の予定
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《発表・講評》

《閉会のあいさつ》

本⽇はこの悪天候の中、多くの⽅々にご参加いただき、主催者グ
ループの⼀⼈として、⼤変感謝しております。
まちあるきは充実した内容になったようで、特に、⼩さなお⼦さんが
いるグループはかなり活気づいていたように思います。
第３回ワークショップでは、今回参加していただいた皆様に加えて、
さらに参加者が増えることで、より活発な議論をできるかと思います。

各班の発表
１班

３班

４班

７班

６班

８班

９班

２班

講評
まちあるきをして私が気がついたことは３つです。

東京⼤学
加藤教授

●知っているようで知らないことがたくさんあったと思います。⼀⽅で、知らないようで地
域のことをよく知っている⽅がたくさんいることに気がつきました。

●まちの中にいろいろな特性を持った地域であることが分かりました。昔からの地域は
壊れやすく燃えやすいかもしれませんが、⽔が⽌まっても⼤きな影響は受けないと思
います。⼀⽅、⾼層のマンションは⽕災や倒壊は起こらないかもしれませんが、⽔が
⽌まるとかなり⼤変なことになります。それぞれ⼀⻑⼀短がありますが、地域で補い
あっていくことが重要だと思います。

● このまちには、たくさんの公共的資源、つまり、みんなで使える資源が多いと思いまし
た。公園や防災倉庫、貯⽔槽にYU-ZUルームなど、これらの資源にほんの少し⼯
夫をすることで、もっと役に⽴つ何かになるのではないかと思います。

⾚松⾃治会
⾵岡副会⻑
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